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介護福祉士養成に伴う、教育現場と介護現場の役割と連携 (1)
Ⅰ．はじめに
　介護福祉士を養成するための新カリキュラムが実施
され、５年目を迎えている。
　本学のような、介護福祉士養成校（以下、養成校）
では、保育士養成施設等において１年以上必要な知
識・技術を学ぶ課程においては、２年課程の新しい教
育カリキュラムを基準としつつ、1,155時間以上の課
程で介護福祉士養成をしているが、質の高い介護福祉
士の育成のためには、いろいろな視点が考えられる。
とりわけ、旧カリキュラムと比較して時間数の短縮さ
れた介護実習については、養成校の教員（以下、教員）
と介護現場の実習指導者の連携は最も重要な点と考え
ている。
　つまり、介護における専門職の質と量の確保が求め
られている中で、養成校の立場からすれば、学内での
学びはもちろんのこと、学んだ事柄について体験を通
して実証していく作業である介護実習は、本学にとっ
てのカリキュラム構成からしても、今まで以上に充実
した実習とすべきであり、養成校はもちろんのこと、
介護現場の実習指導者へも大きな期待を筆者らは求め
ていることから、養成校、実習先（施設・機関）、実
習生は、「介護過程」を通して関わり合う利用者も含め
た連携は欠かせないものであると認識している。
　このような状況を踏まえ、本稿は、保育士養成施設
等卒業者に行う介護福祉士養成において、筆者らが
行った先行研究１）－４）も用いながら、とりわけ介護実
習に焦点をあて、介護福祉士養成に伴う、学校教育と
介護現場の役割と連携について述べていく。
Ⅱ．現行カリキュラムの改正点の経緯と概要
１．現行カリキュラムの改正点
　高齢化の進展に伴い、要介護高齢者の増加や介護期
間の長期化など介護に対するニーズが増大する一方、
核家族世帯・単身世帯の進行や家族介護者の高齢化な
ど、要介護高齢者を支えてきた家族を巡る状況も年々
変化する中で、平成12年度より、介護保険制度が導入
され高齢者の介護を社会全体で支えあう仕組みとなっ
た。その後も、制度改正や報酬改正等を行い、住み慣
れた地域で暮らし続けることができるための環境整備
が進められている。
　このような制度面での対応にあわせ、近年の介護
ニーズの多様化・高度化に対応し、質の高いサービス
を安定的に提供していくためには、高齢者や障害者等
に対する介護サービスの担い手である「介護人材」の
安定的な確保とその資質向上もまた不可欠である。
　そこで、新カリキュラムの改定（平成19年３月）５）
において、
　茨　介護福祉士制度の施行から現在に至るまでの高
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と考えている。
　つまり、介護における専門職の質と量の確保が求められている中で、養成校の立場からすれば、学内
での学びはもちろんのこと、学んだ事柄について体験を通して実証していく作業である介護実習は、本
学にとってのカリキュラム構成からしても、今まで以上に充実した実習とすべきであり、養成校はもち
ろんのこと、介護現場の実習指導者へも大きな期待を筆者らは求めている。
　このような状況を踏まえ、本稿は、保育士養成施設等卒業者に行う介護福祉士養成において、筆者ら
が行った先行研究も用いながら、介護実習に焦点をあて、介護福祉士養成に伴う、学校教育と介護現場
の役割と連携について述べたものである。
（2013年10月１日受理）
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齢者介護や障害者福祉を取り巻く状況の変化に伴
う介護ニーズの変化を踏まえ、現行の科目、カリ
キュラム、シラバスにとらわれず、今日的視点で
抜本的に見直す。
　芋　「求められる介護福祉士像」を実現していくこと
が最終的な目標であるという姿勢を基本とする。
　鰯　介護福祉士の国家試験に求める水準は、介護を
必要とする幅広い利用者に対する基本的な介護を
提供できる能力とする。養成課程における教育的
内容も幅広く基本的な内容とし、資格取得後の現
任研修等による継続的な教育を視野に入れた内容
とする。
　允　「介護のため」という視点のもと、理論と実践の
融合を目指す。
とした教育内容の見直しの背景がある。
２．現行カリキュラムの概要
　介護福祉士の資格取得方法について、その資質の向
上を図る観点から、平成19年に法律改正が行われ、す
べての者について一定の教育プロセスを経た後に国家
試験を受験するという資格取得方法が一元化された。
介護福祉士養成施設等においても、指定時間数の増
（２年課程の場合は、1,650時間から1,800時間へ、本
学の１年課程の場合は、930時間から1,155時間）とな
り、教育内容についても抜本的に見直され、介護の実
践の基盤となる教養や倫理的態度を涵養する「人間と
社会」、尊厳の保持や自立支援の考え方を踏まえ、生活
を支えるために必要な専門知識と技術を学ぶ「介護」、
多職種協働や適切な介護の提供に必要な専門知識を学
ぶ「こころとからだのしくみ」の３領域に再構成され
た。さらに介護福祉士養成施設卒業者にも国家試験が
義務付けられ、試験に合格しなければ資格取得はでき
ないこととなった。また、介護福祉士資格を取得しよ
うとする実務経験者に対しても現行の実務経験３年に
加え、450時間を基本とする「実務者研修」の受講が義
務付けられた。
　しかし、この改正により介護福祉士の資質向上が期
待される一方で、その期待に追い討ちを掛けるかのよ
うに、現在の介護現場では、人材不足が深刻な状況に
ある。今後、介護人材の安定的な確保に向けたきめの
細かい配慮も不可欠な状況になっており、近年の介
護・福祉ニーズの多様化・高度化に対応した人材の確
保・資質の向上を図ることが求められていると言える。
つまり、介護保険制度の導入や障害者自立支援法の制
定等により、認知症の介護など従来の身体介護にとど
まらない新たな介護サービスへの対応が求められてお
り、利用者がサービスを選択できる制度を導入したこ
とに伴い、サービスの利用支援、成年後見、権利擁護
等の新しい相談援助の業務が拡大してきている。
　法律改正のポイントは、
　　茨　介護福祉士の「介護」を「入浴、排泄、食事
その他の介護」から、「心身の状況に応じた介
護」に改めるなど定義規程を見直す。
　　芋　個人の尊厳の保持、認知症等の心身の状況に
応じた介護、福祉サービス提供者等との連携に
ついて新たに規定するなど義務規程を見直し、
　　　・信用失墜行為の禁止
　　　・秘密保持義務
　　　・連携：「医師その他の医療関係者との連携を
保たなければならない」から、「その担当
する者に、認知症であること等の心身の
状況その他状況に応じて、福祉サービス
及びこれに関連する保健医療サービスそ
の他のサービスが総合かつ適切に提供さ
れるよう、福祉サービスを提供する者又
は医師その他の保健医療サービスを提供
する者その他の関係者との連携を保たな
ければならない。」という一文が追加。
　　　・名称の使用制限
　これらに加え、
　　　・誠実義務：「その担当する者が個人の尊厳を
保持し、その有する能力及び適正に応じ
自立した日常生活を営むことができるよ
う、常にその者の立場に立って、誠実に
その業務を行わなければならない。」
　　　・資質の向上の責務：「介護を取り巻く環境の
変化による業務の内容の変化に適応する
ため、介護等に関する知識及び技能の向
上に努めなければならない。」
　　鰯　資質の向上を図るため、すべての者は一定の
教育プロセスを経た後に国家試験を受験すると
いう形で、介護福祉士の資格取得方法を一元化
する。
ということが追加された。
　さらに、これからの介護福祉士については、介護福
祉士創設以降の変化とこれからの介護ニーズに対応し、
介護サービスにおける中心的役割を担える人材として、
次のような人材養成における目標が考えられるとして、
「求められる介護福祉士像（表１）」が示された。
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　このことにより、教育体系も「人間と社会」・「介
護」・「こころとからだのしくみ」の３領域に再編され、
介護が実践の技術であるという性格を踏まえ、
　○　その基盤となる教養や倫理的態度の涵養に資す
る「人間と社会」
　○　「尊厳の保持」・「自立支援」の考え方を踏まえ、
生活を支えるための「介護」
　○　多職種協働や適切な介護の提供に必要な根拠と
しての「こころとからだのしくみ」
として、介護に必要な周辺知識を、「人間と社会」「こ
ころとからだのしくみ」で学び、それらを基にして、
「その人らしい生活」を支えるために必要な介護福祉
士としての専門的技術・知識を「介護」で学ぶ体系と
なった。
　このカリキュラム改正の趣旨は、介護福祉士制度創
設後の20年の教育を踏まえ、現行の教育内容を「介護」
の枠組みの中で統合再編することを基本とし、介護
ニーズの変化を踏まえて介護実践に資する教育内容と
なるよう充実・強化したものである。したがって、従
来の科目のもとに学習されてきた教育内容も新しいカ
リキュラムの中に含まれるものであり、教育内容につ
いての基準は、基本となる教育内容を示したもので、
養成施設の教育方針や特徴に応じて弾力的運営が図れ
るよう配慮したものとなっている。
Ⅲ．考察
１．本学でのカリキュラムの概要と介護実習
　これらに基づき、保育士養成施設等卒業者が養成施
設等において１年以上必要な知識・技術を学ぶ課程の
本学も、２年課程の新しい教育カリキュラムを基準と
し、1,155時間以上の課程として、介護福祉士の養成を
している。本学のカリキュラムは表２のとおりである。
　新しい教育カリキュラムの基準においては、
　・資格取得時の介護福祉士の目標教育の「目的」
　・「人間と社会」、「介護」及び「こころとからだの
しくみ」の３つの「領域」と、それぞれの領域ご
との教育の「目的」
　・「生活支援技術」、「介護過程」等の「教育内容」と、
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表２　本学カリキュラム
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それぞれの教育内容ごとの教育の「ねらい」及び
それぞれの教育内容ごとに「教育に含むべき事
項」
を基準として示すこととされている。各養成校は、こ
の示された「生活支援技術」、「介護過程」等の教育内
容ごとに、その裁量で科目編成を行うことができると
し、付則として、各養成施設等の科目編成により教育
内容が基準で示された水準に達していることを担保す
る観点から、基準で示された「教育に含まれるべき事
項」の項目が、個々の科目のシラバスに記載されてい
ることを条件とされている。
　本学でのカリキュラム編成で一番苦慮したことは、
２年課程を標準とした時間数と比較した場合、領域
「介護」科目、「介護の基本」（180時間）、「コミュニケー
ション技術」（60時間）、「生活支援技術」（300時間）、
「介護過程」（150時間）、領域「こころとからだのしく
み」科目、「認知症の理解」（60時間）の科目について
は、２年課程と同じ時間数となっている。つまりこれ
らの科目に前述した含むべき内容の項目を組み入れた
科目を、１年の課程の中でどのように学ばせていくか
ということであった。
　この各科目に示されている含むべき教育内容を前
期・後期にいかに組み入れるか、また、この含むべき
内容と、介護実習（210時間）とどう関連づけていくか、
同時に「介護実習」と「介護過程」と、どう関連づけ
ていくかが大きな問題であった。
　 「介護実習」は本来、講義を通して理論を学び、そ
の後に、演習・実技、実習と進めていくのが一般的な
教授方法かと思われるが、本学のカリキュラムでは、
それらが同時進行の形態を採用し、また、含むべき内
容についても、一つの科目に偏ることなく関連する科
目に満遍なく、また、教員も、一方的な視点からのみ
ではない、多方から視点を探れるよう、介護現場経験
者の教員を多く配置したカリキュラム構成としている
のが特徴であろう。
　計画を厚生労働省に提出する際、何度か指導を受け
た点は、実習施設・事業に係る基準の見直しの基本的
な考え方に示されている
　●様々な生活の場における個々の生活リズムや個性
を理解した上で、個別ケアを理解し、利用者・家
族とのコミュニケーションの実践、介護技術の確
認、他職種協働や関係機関との連携を通じたチー
ムの一員としての介護福祉士の役割について理解
する学習とすること。
　●利用者の課題を明確にするための利用者ごとの介
護計画の作成、実施後の評価やこれを踏まえた計
画の修正といった介護過程を展開し、他科目で学
習した知識や技術を統合して、具体的な介護サー
ビスの提供の基本となる実践力を習得する学習と
すること。
　さらに実習についても、
　●利用者の生活の場である多様な介護現場において、
利用者の理解を中心とし、これに併せて利用者・
家族との関わりを通じたコミュニケーションの実
践、他職種協働の実践、介護技術の確認等を行う
ことに重点を置いた「実習施設・事業Ⅰ」
　●一つの施設・事業等において、一定期間以上継続
して実習を行う中で、利用者ごとの介護計画の作
成、実施後の評価やこれを踏まえた計画の修正と
いった一連の介護過程のすべてを継続的に実践す
ることに重点を置いた「実習施設・事業等Ⅱ」
の２つに、区分されたことにより、210時間という指定
時間の中で上述した内容の基本的な考え方をどのよう
に配慮しながら計画を立てて実施していくか、その時
間の活用方法と区分Ⅰと、区分Ⅱの融合性をどう組み
込んでいくかが大きな壁となった。
　そこで、本学の介護実習は、入学後約２ヵ月後には、
老人介護施設、障害者支援施設での実習を２週間行う
計画を立てた。その際、新たに「介護過程」の展開が
実習内容に盛り込まれているため、個別援助計画のた
めに対象者やテーマを決め、アセスメントも実施する
内容で取り組ませている。実習計画はⅠ－ ①（96時
間）・Ⅰ－ ②（40時間）・Ⅱ（144時間）とし、Ⅰ－ ①
とⅡの実習は、同一施設で行い、Ⅰ－ ①で、「介護過
程」に関するアセスメントを内容に組み入れた。
　 「介護過程」科目については、前期「介護過程Ⅰ
（講義30時間）」・「介護過程Ⅱ（演習60時間）」を開講
し、介護実習に合わせて教科担当者と連携をとりなが
ら進めている。Ⅰ－ ①の実習後は、「介護過程Ⅱ」で、
課題分析と介護計画の作成に取り組み、教員は個々の
利用者についての学生が考えた課題分析や介護計画に
アドバイスを加えて進めていくといった授業を展開し
ている。その作成した計画を、介護実習Ⅱまでに、実
習指導者に提出、添削、再計画を繰り返し、介護実習
Ⅱ開始直後には、各学生が立案した介護計画を実施で
きるように進めている。
　また 「介護過程Ⅲ(60時間)」は、後期に設定し、
個々の学生が取り組んできた事例についてのまとめと
整理を行い、それぞれが関わった事例の共有化を図る
ために、質問形式を中心とした事例報告会を授業の中
で実施し、各学生が、資格取得時の到達目標にたどり
ついているか否かの確認を行っている。しかし、実際
には形に表れにくい到達目標をどんなものさしで評価
するかといった点については、本来であれば、講義・
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演習・実習といった流れが、基礎・応用・思考といっ
た点においては、４年が経過した現時点では、介護過
程の授業の進捗に合わせて、演習が進められていき、
最後の「事例発表会」を通して学生から出されてくる
様々な視点が共有できている点からすればある程度の
効果は得られていると考えている。
　しかも、今回のカリキュラム改定は、「人間と社会」、
「こころとからだのしくみ」の領域は、知識体系の部
分であり、利用者と接して展開する主要な学習は「介
護」の領域である。その重点を置いている「介護」が
いかなる支援技術であるかというと二つの方向性があ
ると考えられる。すなわち、介護の支援技術を中心部
に、その両脇に知識体系としての「人間と社会」と
「こころとからだのしくみ」を置いた全体の中で、ど
のように介護福祉士が育っていくのかという目標概念
を明らかにしたのが大きな特徴であろう。
　資格取得時の到達目標に、共感的理解とか人間の尊
厳とか、自立が取り上げられているが、たとえば人間
が人間の状態に共感するとか、人間の尊厳をどうする
かというのは、具体的に法律や規則に表せるものでは
ないことから、実践の場において、実際には形に表れ
にくい到達目標といったものをいかに身につけさせる
が問われていると言え、大きな課題である。それは体
験し考えさせる以外に方法はないということであり、
これまでは、からだで覚える部分も多くあったと思わ
れるが、今回のカリキュラムでは、「考える介護福祉
士」像が見え隠れしているようである。利用者が何を
望んでいるのか、利用者にとって「必要な支援とは何
か」「尊厳のある介護とは何か」を、日頃の学習の中
で常に問い続けていくことのできるカリキュラム体系
であるとすれば、本学で計画した学生自身が考え、工
夫するということを意識した教授内容優先の科目編成
は、妥当な選択であったと筆者らは捉えている。
　目指すべき点は、支える支援の科学性、つまり、今
行っている支援が「なぜそうしなければならないの
か」ということを自分自身に問いかけられるように、
「考える」ことを通して導いていきたいと考えている。
その「考える作業」にこそ、資格取得時の到達目標が
見えてくる。その意味でも、事例発表会の場における
質問内容と、質問に対して、学生自らが考えて回答す
る作業の意味合いは大きく、同時に、この作業を通し
て大切なのは、一人の人間の生きている姿や人間の思
いを瞬時たりとも軽視しないということを植えつけさ
せたいと願っている。
　その一つとして、生活支援という枠組みの中で介護
の役割を考えていくことが、介護の専門性を明確にし
ていくように生活に関わる介護、看護、医療、社会的
支援が一体となって何かを作っていかなければならな
い時であると考えるからである。そのためには、さま
ざまな視点の共有は欠かせないと考えている。つまり、
ディスカッションを重ね、徹底的に自分でいろいろ考
え、それをディスカッションという形で物の見方・考
え方をさまざまな方面から探り出していく。すなわち、
自分で考える、人の意見を聞く、自分の意見を言う、
それらを通しながら到達目標を具体的に探っていくと
いう作業を行っているのである。
　介護福祉士としての思考過程をどう身につけていく
かということについて述べれば普段の何気ない行動そ
のものがひとつの状況を認識し、それに基づき判断・
行動するというプロセスにあり、そのような思考過程
の中で、一つのプロセスがあって行動に至っていると
いうことを意識する必要があろう。学生自身の経験と
いうものが人間理解、他者理解ということに反映され
ていくものであるとすれば、実習の持つ意味は大きい。
さらに、人間としての感性も同時に育て上げるために
も個々の学生の可能性というものを大事にしたい。人
間は介護というものを一生をかけて学んでいき、一生
をかけて身につけていくようなところがある。最後ま
で、人間の持っている可能性、豊かな人間性を信頼し
それに気づく力を養成していきたい。
　そのような本学での学びの過程に、介護実習は欠か
せないものであるが、実習現場、施設で求めている、
介護福祉士とはどのようなものであろうか。
２．実習施設・実習現場で求めている介護福祉士とは
　介護は、介護を必要とする人々が幸せになる可能性
を求め、尊厳をもって人生を全うできるように生活を
支え続けること、生活課題に主体的に向き合い自分ら
しく生きられるように支援することを目的としている。
　したがって介護福祉士には、高い介護理念を持ち、
職業人としての倫理性を保持することや利用者一人ひ
とりの個性や日常の生活を尊重した個別ケアを主体的
に実践する能力が求められる。利用者の「自己選択
や・自己決定を尊重すること」や、「安心していられ
る場所をつくること」、「自由にふるまうことのできる
温かな人間的交流を行うこと」の３条件は、生活上の
困難さを抱えている人が、人の手を借りながらであっ
ても自分の望む生活を実現させる必須の条件であろう。
　施設運営において最も重要な課題は、施設運営の土
台でもある地域の人々が安心して信頼を寄せる良質な
サービスを提供することであり、これを担っているの
が介護福祉士であるといっても過言ではない。
　そして、さまざまな心身の障がいのために社会的自
立が困難な人々への援助が施設サービスの基本である
荒木　隆俊　　伊藤 和雄　　松田　水月62
－　　－430
だけに、援助を行う職員はしっかりした人間観に基礎
をおいた理念、視点をもって援助・サービスに立ち向
わなければ、日常の継続する援助・サービス行為のな
かでマンネリと目標喪失の惰性に流されていく危険を
常時抱えている。
　人間の尊厳、一人ひとり個人として尊重し、その人
格の尊厳を大切にする視点、そして基本的人権の尊重
を前提に快適で安心できるサービスの提供、社会的自
立への支援、発達への限りない信頼と支援、ノーマラ
イゼションの視点に立った日々の援助、関係への援助
の重要視など、サービス（ケア）の質を維持し、向上
させる基本的な理念や視点を理解し、自覚し、日々の
サービス業務に活かすことができるようにすることで
ある。
　また、施設は介護保険法、社会福祉諸法に基づいて
サービス（ケア）が提供されることから、法律や施設
の運営方針、事業方針等をしっかりと理解しサービス
（ケア）の提供に実践できる力が求められている。介
護サービスという職業領域は、単に援助行為を一義的
に提供するということだけでなく、公益、つまり社会
公共の利益や広く人々が益するという視点からも倫理
上の立場を明確にし、そのうえで職務を遂行すること
が求められる。
　新カリキュラムの導入にともない、求められる介護
福祉士を養成していくためには、学生が介護実習のね
らいにそって実習できることが必要である。効果的な
実習を行うには実習施設内での実習体制の構築、実習
マニュアル及び介護方法マニュアルの整備による指導
方法の統一化、全職員に対する情報の共有化がなされ
ていなければならない。また何よりも、実習指導者、
実習受け入れ施設が介護福祉士を取り巻く環境や制
度・法律を理解し、実習の意義や目的と、教育者とし
ての実習指導者の役割等の基本、介護過程の理論と指
導方法を学ぶ介護過程の展開、学生指導のためのスー
パービジョンの意義や活用、指導計画作成方法、実習
施設、事業所での課題等を理解することが急務である。
　また、実習指導者の役割は各施設、事業所等におい
て直接的な「実習生の指導」だけでなく、施設と養成
校との連携調整というコーディネーター役に加え、自
施設の職員教育や採用時職員教育等の役割も担ってい
ることがある。このことは各施設、事業所の一人ひと
りの実習指導者の役割は個々の実習生への対応だけで
なく、各施設、事業所等のサービス提供の確保・経営
の安定にむけた職員の質の担保、さらにはわが国にお
ける高齢者・障害者等への介護の質の担保及び介護力
の確保につながるという大きな役割をも担っていると
も言える。
　介護福祉士養成における現場実習の果たす役割に目
を向けると、講義や演習で学んだ理論や知識を実践と
結びつけることは重要な点であり、この実習を有意義
に行えるかどうかが求められる介護福祉士に近づける
のかどうかが大きなポイントになると考えられる。
　現場実習のもっとも貴重な体験は利用者と接するこ
とにある。学生はその関わりのなかで、学校で学んだ
知識・技術を自分で確かめ試みながら、戸惑い、不安
のなかで実習を進め、自信と技術を身につけていく。
一方、厳しい現実を見せつけられる場でもある。そし
て実習終了後に、前述している学内での学びをさらに
深めていくことにより、介護に対する意識と専門性が
高まり、介護に対する意識の高揚にも繋がっていく。
そのためにも、現場実習を円滑に進めるためには、養
成校と施設実習指導者との連携が欠かせないのである。
　新カリキュラムの移行に伴い、実習生を受け入れる
介護施設も養成校で行われている教育内容を理解し、
その内容に沿った指導が求められるため、「介護福祉
士実習指導者講習会」が行われている。さらに養成校
と施設が現場実習に対する共通認識を持つために、実
習前・後に開催している「実習指導者連絡会」で緻密
な打ち合わせも行われている。今後の課題でもあるが、
学生はもちろん養成校も含めた三者による実習オリエ
ンテーションなども積極的に取り入れていく必要があ
ると思われる。実習はまさしく専門職者を目指す介護
福祉士になるための、重要な学びの場であり、学生に
とって学びやすい環境は、質の高い介護福祉士を育成
する上で、必須の条件であるため早急に整備していく
ことが望まれる。環境が整備されることにより、実習
において、個々に応じた支援の展開が可能となる。そ
のことが、利用者にとっては生きる力が引き出され安
心した生活が可能となり、個々の福祉の実現に繋がっ
ていくと考える。そのためには、実習を受け入れる施
設の現状から考えられる課題解決のために、指導者の
質の向上に向けて、研修会等への受講率を上げること、
介護職員の質の向上に向けて、施設での介護職員の就
労条件を見直し、教育の機会を増やすことが必要であ
ろう。
Ⅳ．まとめ
・見えてきた教育意識と指導
　介護福祉士養成施設において、介護専門職者を育て
ていくための過程で、介護実習は非常に重要度が高い
ものである。介護は、利用者との良好な人間関係が確
立されながら展開されていくものであり、そのために
は豊かな人間性とともに、利用者の権利と尊厳を尊重
するという価値観が問われてくる。つまり、介護福祉
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士としての「質」のひとつの担保であるとも言える。
　介護福祉士にとって、専門性と倫理性は欠かせない
ものであり、学生は利用者と介護職員との関係を実際
に見聞きすることにより、介護のあり方を模索し、介
護の実践方法や介護観の確立に繋がっていく。それら
をさらに、介護専門職として成長させていくためには、
実習現場において介護実習指導者や担当する職員によ
る適切な導きと、介護実習を担当する教員のかかわり
方や導き方が重要であることは間違いはなく、養成校
と実習施設の密なる協同は欠かせないものである。
　介護支援は、多様な個性を持った人たちを受容でき
る能力が期待されていると考えているが、最近の学生
には自己の確立ができてない人間性の未熟な学生も多
いと感じている。そのため、教育の基本姿勢に人間と
しての人格の育成という要素も組み入れながら学生に
は、本学での一年間を現任準備期間として位置づけて
教育している。つまり、人間性といった部分も育てた
いと考えているのである。しかし、学生は自己中心的
な思考が先行し、行動そのものが「群れ」化し、自分
自身が見えずに、同時に人からどのように見られてい
るかも振りかえろうとしない。だからといって、自分
が「群れ」に流されていると認識しているわけでもな
く、その時々で都合よく自己防衛に走る傾向にある。
それは人間的な成長に個人差が大きくなってきている
とも言えよう。そのような学生に、介護福祉士として
の到達目標を具体的にどのように理解させていくかと
いったことが新たな課題となっている。
　しかし、学内だけでは成長し得ない人間形成が環境
を変えさまざまな人たちと関係を持つ実習を契機に大
きく成長を遂げる学生もいる。この点からも、人間形
成という点も意識して教育すべきである。
　また、学生の持つ「介護」イメージは、要介護者に
直接触れ、関わる手技的な技術を学びたいという意識
が強い。即、実践に結びつく知識・技術に習得願望が
強く、介護技術の習得が最優先であるかのような意識
傾向がある。筆者らの先の研究では、今後の養成校の
役割として、知識・技術はもちろんのこと、社会情勢
などの情報の提供と、生涯学習への意欲を導き出す思
考過程の方法等も含めて、常に、利用者中心のケアを
提供していくことに誇りを持たせることがある。つま
り、利用者の一番身近にいる存在であり続けることの
意義を理解させながら、到達目標に近づけていきたい
と述べた。
　このことは、介護体験を通して介護とは何かを理
解・再認識し、基礎的な実践能力を習得する場とされ
ていることは言うまでもない。実習生を育てること、
将来の介護福祉士という職種を担っていく人材を育て
ることを考えれば、養成校の教員と施設の実習指導者
及び職員の共通理念をともに構築していくことが求め
られると言えよう。
　そして、実習を通して自分自身を人間的に成長させ
ていくことは必要不可欠であり、本学の教育の柱の一
つ、実習が現任の準備期間としての位置づけを明確に
していくためにも、人間性の成長といった部分にも着
目した教育体制を養成校と実習施設双方で共有すべき
である。
　今後は、学びの証といったものを、アンケート調査
等も実施して検討を加えていきたいと考えている。
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SUMMARY
Takatoshi ARAKI,
Kazuo ITO,
Mizuki MATSUDA :
　　　I train a care worker as courses more than it for 1,155 hours while being based on the new education 
curriculum of the course in the course to learn necessary knowledge, technique in childcare person training facilities 
such as this school as a care worker training school more than one year for two years, but, for upbringing of the high 
quality care worker, think about a care worker training school and the cooperation of the training leader of the care 
spot with a crux.
　　　In other words, judging from curriculum constitution for this school, you should do the care training that is 
work demonstrating through an experience about the matter that I learned not to mention the learning in school 
members seeing from the situation of the training school with more than before substantial training while quality of 
the employment in the care and securing of quantity are demanded, and the writer and others demand big 
expectation from the training leader of the care spot not to mention a training school.
　　　While writer and others used the precedence study that went, based on such situation, this report focused on 
care training in the care worker training that childcare person training facilities performed to a graduate and spoke 
school education with the care worker training and a role and the cooperation of the care spot.
 (T.ARAKI and M.MATSUDA ; Uyo Gakuen Colege  
K.Ito ; Part-Time Lecturer, Uyo Gakuen Colege  ) 
Cooperation with the Care Worker Training, the Role of the Nursing Field and Education (1)
